
松前町 

 
7331 橋本 幸樹 

 
１．松前町の概要 
 
1.1 地形 
 北緯 41°、東経 140°にある町で、北海道の最南端に位置し、日本海と津軽海峡に面し
ている。東西約 50ｋｍ、面積は 293,08ｋ㎡で、国道 228号線沿いに集落が形成されている。
白神岬の絶景、折戸浜・小浜の海岸景勝等、海岸線は変化に富んだ景観であり、オオミズ

ナギドリの繁殖地である渡島大島、ケイマフリなどの繁殖地である松前小島とともに、松

前・矢越道立自然公園に指定されている。 

 

1.2 気候 
気候は、対馬海流の影響を受けて、北海道で最も年間平均気温の高い、温暖な気候である。

夏の雨量が比較的多く、積雪量は少なく、寒暖差も少ないなど、道内でも比較的過ごしや

すい気象条件である。 

図１：松前町の位置 

 
出典：フリー百科事典『ウィキペディア』



 

 

1.3 地名の由来 
松前町の地名は、アイヌ語の「マトロナイ」（女の住む沢の意）が語源であると言われて

いる。「婦人の居るところ」、つまり、アイヌの住む地に和人の女性も住むという珍しさを

表したものだと考えられている。 
 

グラフ2：総降水量の推移
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資料：函館海洋気象台

グラフ1：平均気温の推移
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資料：函館海洋気象台



２．町の歴史 
 
2.1 古代の松前 
 松前町に人々が定着したのは、今から約 7～
8000年前だと言われている。縄文時代以降の降
擦文分化時代（奈良・平安時代）の貝塚や遺跡

が数多く発見されるのは、北海道のなかでも比

較的温暖で、動植物・魚類が豊富であったため

だと考えられている。 
 
2.2 アイヌたちの闘い 
 1456年（康正 2年）から翌年にかけて、アイ
ヌと和人との大規模な蜂起があった。コシャマ

インの蜂起である。東部の大族長コシャマイン

を中心とするアイヌの人たちが団結し当時 12館あった道南地方の館は次々と落されての茂
別館と花沢館の 2館が残るのみとなった。そのとき花沢館にいた武田信玄（松前家の祖）
が兵を率いて進撃し、コシャマイン父子を撃破した。これによりアイヌは敗れ、松前氏の

発展の基礎が築かれた。 
 1669年（寛文 9年）、和人に収入を半分にされたアイヌの人々は、当時静内から厚岸方面
まで広く勢力を持っていたシャクシャインを筆頭に立ち上がった。シャクシャインの戦い

である。幕府は旗本松前泰広を総大将に出兵し、わずかな武器の差で勝利をおさめた。シ

ャクシャインは新冠での講和の宴に出席した際に松前軍に殺害された。これ以後アイヌの

人々は松前藩に絶対服従を誓い、半奴隷的な扱いをうけるようになった。 

 
2.3 安藤（東）氏と蛎崎氏 
 14世紀頃に津軽地方を平定した安藤氏は、鎌倉幕府の蝦夷管領として領地を広げていっ
た。蝦夷管領の安藤氏は蝦夷地の支配も任されており、和人居住地の管理と懲役を行うた

め、大館（字神明）を役所としていたと推定されている。大館は蝦夷地支配の中心館であ

ったので、この館を支配することは和人地内の各館主を支配する立場となることを意味し

ていた。 
 1512年（永正 9年）にアイヌの蜂起があり、大館の守将が自害して陥落したのを知った
二世光広は、その子義広と共に上ノ国から大館に移り、徳山館と改め安藤氏の代官となっ

た。後に安藤氏から独立した蛎崎氏は、1604年（慶長 9年）に徳川家康から安堵状が与え
られ、日本最北の藩である松前藩が成立した。 

 
 

図 2：竪穴遺跡 
（松前町郷土資料館内の復元模型）

 
出典：松前町役場 HP



2.4 幕末の松前 
 大政奉還がなされた

後、榎本武揚率いる旧幕

府軍が北海道へ逃れ徳

川一門の生計を立てる

ための新たな領地を開

拓しようとした。旧幕府

軍は 10月 25日に函館
五稜郭を占領し、27日
に松前攻撃を開始して

いる。箱根戦争のはじま

りである。 
 松前城内では蛎崎民

部が兵を控えて備えていたが、兵力の差で松前城は落城し、敗れた藩兵は市街のあちこち

に火を放って敗走した。この攻防戦の戦火によって城下町の 3分の 2が焼失し、これを契
機に松前の町は退潮の一途をたどることとなった。 
 
３．人口の推移 
 
3.1 人口の推移 

グ ラ フ 3 ： 松 前 町 の 世 帯 数 と 総 人 口
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資料：松前町役場 HP総務企画課(住民基本台帳移動報告集計より)

図 3：箱根戦争 

 
出典：松前町役場 HP



 
松前町の総人口は昭和 33年の 21160人と比較すると、平成 14年には約 10万人の減少

が見られる。世帯数は昭和 63年まで増加傾向にあったが、平成 2年からはまた徐々に減り
始め、ゆるやかなカーブを描くようなグラフになっている。このことから、松前町の人口

の減少とともに、1世帯数の人数の割合が次第に少なくなる核家族化の傾向が見られる。 
 
４．産業 
 
4.1 産業別人口 
 松前町の産業別人口は次のようになっている。第 3 次産業が多くの割合を占めているの
は、松前町が観光で有名なため、観光業が盛んであることが原因の一つであると考えられ

る。また、松前町は水産業も発達しているため、水産加工品の工場も多々ある。そのため、

第 2次産業の割合も高い。 
 

 
 

4.2 漁業 
以下は松前町の海面漁業の魚種別漁獲量である。松前町は漁業の盛んな町でもある。

特にするめいかの生産は松前町の魚種別漁獲量の約 4割を占めている。これは、明治時
代の鰊漁の衰退による財政難からの脱却をはかって発展したようである。するめいかは

主に 6～12月に水揚げされるので、春はマスやほっけの漁獲量によって支えられている。
また、たらは 11～12月に集中して水揚げされている。これが松前の漁獲量に反映されて
いる。 

グラフ4：産業別人口
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資料：総務省統計局「平成 12年国勢調査」



 
 
4.3 特産品 

先に述べたように、松前町はスルメの生産が盛んである。松前町のスルメ生産が盛んに

なったのは、明治の末で頃あり、ニシン漁の衰退とともに本格的に行われるようになった。

グラフ5：海面漁業の魚種別漁獲量
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資料：農林水産省「第 11次漁業センサス」、平成 16年海面漁業生産統計調査

図 5：イカ漁の様子 

 

出典：松前町役場 HP

図 4：松前するめ 

出典：松前町役場 HP



漁獲されたするめいかのほとんどが漁家の自家加工で、松前するめとして生産されるよう

になる。このときから松前するめは松前町の特産品となった。 
 昭和 40年以来、それまで個々の漁家が生産していたするめ加工は、漁業者から加工業者
に移り、現在では 23工場が操業している。隣町の福島町と合わせて全国シェアの 8割を生
産する日本一のするめ生産地である。 
おいしい松前するめの選び方は、赤褐色でつやがあり、実は肉厚で大きく、足や吸盤が

しっかり揃っているものを探すのがコツである。するめの表面に白い粉が付いているもの

があるが、これはするめに含まれるアミノ酸（主としてタウリン）が出たものであり、安

心して食べられる。 
 
５．観光 
 

5.1 入り込み客数 
松前町の入り込み客数は毎年 45万人に上る。松前町は春の桜祭りをはじめ、数々のイ
ベント等で入り込み客数を伸ばしている。観光業に力を入れている松前町の精力的な活

動状況が見て取れる。 
 

 
 
5.2 桜見本園 
松前町は町のシンボルに桜が使われるほどの全国的な桜の名所である。道内では静内町と

共に「日本桜の名所 100選」(日本桜の会)に選定されている。松前町の桜は品種が多いこと
で知られている。その数は約 140 種類にも上り、花びらの形や色合いなど、微妙に趣の異
なる満開の桜は圧巻である。桜見本園の桜の見ごろはちょうどゴールデンウィークと重な

るため、毎年多くの観光客でにぎわっている。 

 
資料：松前町役場 HP松前町商工観光課



 
5.3 松前町屋敷 

松前町屋敷は松前の江戸時代の街並みを再

現したテーマパークである。ここには珍しい海

の関所「沖の口奉行所」や藩士の屋敷を再現し

た「武家屋敷」、商人の活躍の場であった「廻

船問屋」・「商家」、にしん漁に挑むヤン衆の声

が聞こえてきそうな「番屋」「漁家」など、全

部で 14棟の建物が再現されている。 
郷土の料理が味わえる「たべもの屋松前亭」の

ほか、木工品づくりや桜押し花づくり、甲冑の

着付けなどの体験メニュー、以下煎餅の実演販

売などもそろっており、1日中板も飽きない観

図 6：松前町で咲く主な桜 
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出典：松前町役場 HP 
 

図 8：着付け体験の様子 

 
出典：松前町役場 HP

図 7：松前町屋敷 

 
出典：松前町役場 HP



光施設となっている。 
 
 
HP 
 
フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』 
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A1%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%9A%E3%
83%BC%E3%82%B8 
 
松前町役場ＨＰ 
http://www.e-matsumae.com/ 
 
総務省統計局 
http://www.stat.go.jp/data/kokusei/ 
 
農林水産省 HP 
http://www.toukei.maff.go.jp/shityoson/index.html 
 
函館海洋気象台 HP 
http://www.hakodate-jma.go.jp/ 


